
【セクター】

【市場】

【業績】 （単位：売上、純利益は百万ドル、EPS、DPS、BPSはドル、ROE、⾃⼰資本⽐率は％）

決算期 売上高 純利益 EPS DPS BPS ROE 自己資本比率

16年9月期 15,082 6,954 2.88 0.56 11.6 24.4 51.4

17年9月期 18,358 8,226 3.43 0.66 13.1 30.2 48.2

18年9月期予想 20,604 10,648 4.58 0.84 14.6 31.6 -

※EPS：1株当たり利益、DPS：1株当たり配当、BPS：1株当たり純資産、ROE：株主資本利益率 （出所）BloombergデータよりSBI証券が作成

【主要指標】 　

図表1 クレジットカード・デビットカード業界の主要企業 図表2 クレジットカード、デビットカードの決済件数（16年）
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　　　　（出所）会社資料よりSBI証券が作成 　　　（出所）会社資料よりSBI証券が作成

【会社の⾒⽅】
世界のカード決済市場は、世界の消費額の成⻑に（1）現⾦決済からカード決済へのシフト、（2）世界的な中間所得層の増加といった
構造的な成⻑要因が加わって、年率８％前後での成⻑が続いています。その魅⼒的な成⻑市場をグローバルでマスターカードと2分して、
また、装置産業であるため新規参⼊も難しいと考えられ、安定的な⾼成⻑が可能と考えられます。純利益率は5割と極めて⾼収益です。

【⾒通し・注目点】
米国の個人消費の盛り上がり、世界的な消費の拡大、世界的なeコマースの利⽤拡大などから、クレジット・デビットカードの利⽤額は好調
に推移しています。一⽅、仮想通貨やスマホを使った電子決済など、潜在的にクレジット・デビットカードによる決済の競合となる新技術も出
てきているのは、中⻑期の観点からは注意が必要でしょう。

【企業概要】
世界のクレジット・デビットカードの決済ネットワークをマスターカードと2分する大⼿です（「中国銀聯」が独占する中国市場を除く）。クレ
ジット・デビットカード業界は、（1）決済ネットワーク会社、（2）カード発⾏会社（銀⾏や信販会社など）、（3）加盟店管理会社、
の3つに分類されます。（2）、（3）は世界に数百〜数千社がありますが、（1 ）はグローバルに展開するのは数社で、ビザとマスター
カードによる寡占となっています（図表1）。
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